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７月と１２月の２回にわたり、児童アンケート、保護者アンケートを実施させていただきま

した。お忙しい中、ご協力、ありがとうございました。今号では児童アンケートの結果のご報

告をさせていただきます。本年度は学校教育目標に合わせ、質問項目を一部変更しております

ので、昨年度と比較できる項目とできない項目があります。ご了承ください。 

学校目標と照らし合わせ、数値目標としては８０％を設定し、取り組んでまいりました。多

くのお子様が学校生活を楽しみ、そして、教職員とも良好な関係で学んでいることがわかりま

す。一方、課題として見えてきたのは、PCやゲームをする時間が長く、読書離れが進んでいる

ということです。本年度から月３回の「ノーメディアで読書」（PCやゲームをせず、その時間

を読書に充てる）の取組を保護者様と連携して継続しておりますが、定着にも課題がありま

す。今後も、マチコミメールなどでお知らせしながら保護者様と連携して読書習慣の定着に取

り組んでいきたいと思います。また、肯定的回答をしなかったり、学校生活に不安のあったり

するお子様についてもしっかりと関わり、学年のまとめをしていきます。 

児童アンケート(12月) 

質問項目 
肯定的回答(％） 

R7 R6 

授業で友だちの意見をよく聞いたり、自分の考えを友だちに伝えた

りしていますか。（グループ・ペア学習） 
92 79 

授業でわからないことがあったら、友だちに聴いたり、一緒に考え

たりしていますか。また、わからないで困っている友だちと一緒に

考えたり、教え合ったりしていますか。 

84  

毎日の宿題や自主学習をしていますか 86  

学校で本を借りて読んだり、家で本を読んだりしていますか。 64  

月３度の「ノーメディアで読書」の活動に取り組んでいますか。 76  

学校へ来るのが楽しいですか。 84 90 

困ったことを相談できる友だちはいますか。 86  

気持ちの良いあいさつをしていますか。 76 74 

地域の人から学んだり、地域のことを知ったりする学習は好きです

か。 
86  

困ったことや悩んでいることがあった時に、話を聞いてくれる先生

はいますか。 
92 98 
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子どもたちが自分だけでなく、周りの人の人権も大切にできるようになってほしいと願い、

保護者の皆様にも参観いただき毎年行っている人権教育授業参観。今年度は、１・２年生は助

産師さんをゲストティーチャーにお招きした「命の学習」、３年生は「わたしはあかねこ」とい

う絵本を使った多様性を考える授業、４・５年生は人権擁護委員をゲストティーチャーにお招

きして「あのこ」という絵本からうわさや偏見について考える授業、そして、６年生は歴史か

ら「部落問題と自分たちの今」について考える授業を行いました。 

後半は、人権講演会「SNSと子どもたち」という演題で、津市人権教育課杉本 能啓さんに

講演いただきました。途中、保護者様と教員が一緒に SNSについて考え合うグループワークを

取り入れていただき、楽しく講演を聞かせていただくことができました。 

 

 

校長のひとりごと 

 南海トラフ巨大地震の発生確立が高まる中、１月２６日（月）の休み時間に、予告なしの地震発

生を想定した避難訓練を行いました。「予告なし」…ではありますが、事前に「休み時間に地震が起き

たらどうする？」「子どもたちだけでどのように避難する？」など、非常時を想定した事前学習を行っ

たり、「防災ノート」を活用した学習をしっかり行ったりして当日を迎えました。とは言うものの、自

分たちだけで避難できるかな？と心配していたのですが、心配は全く無用でした。当日、３人の民生

委員様にも様子を見ていただいていたのですが、子どもたちが教員の指示なく、自分たちだけで安全

な体勢を取ったり、揺れがおさまってから避難したりする姿を見てとても感心され、お褒めの言葉を

いただきました。私も、日々、成長する子どもたちの姿を見て、とても嬉しくなりました。 

講評として、自宅で子どもだけでいるときや、登下校中などについても、どのように自分の身を守

るかを日ごろから考えておくようにと子どもたちに話をしました。 

ぜひ、おうちでもお子様と一緒に万が一に備え、ご家庭の防災や避難について考えていただけたら

と思います。 

また、本年度も、民生委員様より子どもたちの緊急時に活用できる 

「保存水」を一人２本ずつ贈呈いただきました。地域の方にいつも 

子どもたちのことを気にかけていただき、大切にしていただいている 

ことに感謝です。ありがとうございます。 

 

保護者様の感想 

SNS に現れる子どもたちの行動の裏に

は子どもたちの本音が隠れているとい

う心理的な面も知ることができ、興味

深い内容でした。 

保護者様の感想 

SNS での問題は対処が難しいと感じていましたが、現実世

界での子どもたちとのかかわりが大切であると気づかされ

ました。 


